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長
い
眠
り
か
ら
目
覚
め
た

利
尻
麒
麟
獅
子

二
〇
〇
四
年
六
月
二
〇
日
、
利
尻
町
仙せ

ん

法ぽ
う

志し

字
長
浜
に
あ
る
長
浜
神
社
で
麒
麟
獅
子
舞

が
執
り
行
な
わ
れ
た
。
一
九
〇
八
年
に
麒
麟

獅
子
舞
が
日
本
遺
産「
麒
麟
の
ま
ち
」鳥
取・

秋あ
き

里さ
と

か
ら
利
尻
島
に
渡
っ
て
以
来
、
ほ
ぼ
百

年
ぶ
り
に
目
覚
め
た
の
だ
。
以
来
、
コ
ロ
ナ

禍
で
三
年
間
の
中
止
も
あ
っ
た
が
、
六
月
二

〇
日
に
必
ず
長
浜
神
社
で
舞
い
続
け
ら
れ
て

い
る
。

◆

鳥
取
か
ら
の
利
尻
島
へ
の
移
住
は
一
八
八

七
年
頃
か
ら
始
ま
っ
た
。
九
二
年
の
『
利
尻

郡
各
村
戸
長
役
場
明
治
二
五
年
分
登
記
目

録
』
に
よ
る
と
、
島
外
移
住
者
一
六
四
戸
の

う
ち
鳥
取
か
ら
は
六
戸
だ
っ
た
。
ま
た
、
一

九
一
八
年
の
島
内
の
鬼お

に

脇わ
き

村
の
住
民
の
出
身

地
別
戸
数
は
青
森
二
五
〇
戸
、
秋
田
一
七
二

戸
、
北
海
道
一
四
三
戸
、
鳥
取
九
〇
戸
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
鬼
脇
村
（
集
落
）
だ
け
の
数
値

な
の
で
、
島
内
全
体
の
各
集
落
に
お
け
る
鳥

取
か
ら
の
移
住
戸
数
は
、
百
戸
を
超
え
て
い

た
と
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。

当
時
の
利
尻
島
は
鰊に

し
ん

漁
と
昆
布
漁
が
盛
ん

だ
っ
た
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
鰊
漁
獲
高
は

一
八
九
七
年
を
最
盛
期
と
し
て
徐
々
に
下
が

っ
て
い
く
。
そ
の
な
か
で
鬼
脇
村
で
は
新
た

に
蟹
缶
詰
業
が
立
ち
上
が
っ
た
。
一
九
一
〇

年
頃
の
鬼
脇
村
に
蟹
缶
詰
工
場
は
二
〇
カ
所

あ
り
、
二
三
年
の
「
宗
谷
支
庁
移
住
成
功
者

調
査
」
に
は
、
利
尻
島
の
成
功
者
五
人
の
う

ち
三
人
の
「
蟹
缶
の
親
方
」
は
鳥
取
か
ら
の

移
住
者
と
あ
る
。

麒
麟
獅
子
が
渡
っ
た
仙
法
志
長
浜
に
は
鳥

離
島
人
材
育
成
基
金
助
成
事
業　
令
和
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事
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い
る
。

仙
法
志
長
浜
に
は
、
か
つ
て
の
麒
麟
獅
子

用
具
が
木
箱
に
入
っ
て
残
さ
れ
て
い
た
。
こ

の
用
具
が
鳥
取
か
ら
渡
っ
て
き
た
の
は
一
九

〇
八
年
で
、
鳥
取
か
ら
の
移
住
者
が
婚
姻
の

た
め
帰
省
し
、
利
尻
島
に
戻
る
際
に
持
ち
込

ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
鰊
漁

獲
高
の
下
降
に
よ
り
、
豊
か
な

財
産
を
持
っ
て
誇
ら
し
く
鳥
取

に
戻
る
こ
と
は
で
き
ず
、
や
む

を
得
ず
利
尻
島
定
住
を
決
め
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
鳥
取

か
ら
遠
く
一
三
〇
〇
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
日
本
列
島
の

最
北
端
の
島
で
生
き
て
い
く
、

そ
の
心
の
支
え
と
し
て
故
郷
の

麒
麟
獅
子
を
持
っ
て
き
た
の
だ

ろ
う
と
想
像
す
る
。

長
浜
神
社
は
「
豊と

よ

受う
け

稲
荷
大

明
神
」
を
祀
る
神
社
だ
が
、
建

立
者
は
鳥
取
か
ら
移
住
し
た
鰊

建
網
漁
場
経
営
者
で
あ
る
。
こ

123

取
市
里さ

と

仁に

や
秋
里
か
ら
の
移
住
者
が
集
ま
っ

て
い
た
。
そ
の
き
っ
か
け
は
一
八
八
九
年
頃

に
同
地
に
渡
っ
た
里
仁
の
親
子
で
あ
る
。
そ

の
後
、
鰊
と
昆
布
を
買
い
付
け
し
て
成
功
し

た
評
判
が
鳥
取
で
広
が
り
、
一
八
九
四
年
に

二
五
名
が
固
ま
っ
て
仙
法
志
長
浜
に
渡
っ
て

こ
は
鳥
取
の
人
た
ち
が
集
う
場
で
あ
っ
た
と

さ
れ
、
秋
里
か
ら
渡
っ
て
き
た
人
が
同
郷
の

人
た
ち
に
麒
麟
獅
子
舞
を
教
え
、
教
わ
っ
た

人
に
よ
り
一
九
一
八
年
に
一
度
だ
け
舞
わ
れ

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
舞
を
教
え
た
秋
里
の

人
は
、
ま
る
で
生
き
て
い
る
獅
子
の
よ
う
で

あ
っ
た
と
、
子
孫
に
語
り
伝
え
て
い
る
。

復
活
二
〇
年
を
記
念
し
た

秋
里
で
の
里
帰
り
奉
納
舞

二
〇
〇
一
年
、
利
尻
島
で
か
つ
て
麒
麟
獅

子
が
舞
わ
れ
た
と
い
う
情
報
が
秋
里
に
伝
わ

り
、
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
麒
麟
獅
子
舞
を
ぜ

ひ
復
活
し
て
ほ
し
い
と
の
連
絡
が
現
地
か
ら

利
尻
に
届
い
た
。
こ
れ
を
受
け
、
長
浜
の
若

い
人
た
ち
が
〇
三
年
に
「
利
尻
麒
麟
獅
子
舞

う
会
」
を
立
ち
上
げ
、
見
様
見
真
似
で
舞
の

習
得
を
始
め
た
。
同
年
八
月
、
秋
里
の
「
荒

木
三
嶋
神
社
麒
麟
獅
子
保
存
会
」が
来
島
、翌

年
一
月
に
利
尻
麒
麟
獅
子
舞
う
会
が
現
地
を

訪
問
す
る
な
ど
、
交
流
を
通
し
て
麒
麟
獅
子

仙法志地区の長浜神社で舞われた利尻麒麟獅子（2023年）。
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舞
の
復
活
に
つ
な
げ
て
い
っ
た
。

二
〇
〇
四
年
六
月
二
〇
日
の
復
活
以
後
、

荒
木
三
嶋
神
社
保
存
会
か
ら
は
、
こ
れ
か
ら

先
も
舞
い
続
け
る
な
ら
ば
、
麒
麟
獅
子
を
先

導
す
る
あ
や
し
役
の
猩し

ょ
う

々じ
ょ
う

、
麒
麟
獅
子
の
頭
、

尾
、
太
鼓
、
鉦か

ね

、
笛
の
六
つ
の
役
割
を
舞
人

の
誰
も
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、
鳥
取

で
は
麒
麟
獅
子
舞
は
必
ず
一
カ
所
、
手
本
と

は
異
な
る
舞
い
方
を
す
る
と
い
う
習
わ
し
が

あ
る
の
で
、
ど
こ
か
で
利
尻
島
な
ら
で
は
の

舞
に
す
べ
き
と
い
わ
れ
て
い
た
。

特
に
利
尻
島
な
ら
で
は
の
舞
に
つ
い
て
は
、

何
度
も
話
し
合
い
が
行
な
わ
れ

た
。
荒
木
三
嶋
神
社
の
ゆ
っ
く

り
し
た
優
雅
な
麒
麟
獅
子
舞
を

利
尻
の
自
然
の
雄
大
さ
・
穏
や

か
さ
と
し
て
継
承
し
、
逆
に
北

の
島
の
風
と
波
の
荒
々
し
さ
を

麒
麟
獅
子
舞
の
最
後
に
す
る
こ

と
で
、
利
尻
な
ら
で
は
の
風
土

を
表
す
舞
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

具
体
的
に
ど
う
舞
う
か
、
そ
れ

に
あ
わ
せ
た
太
鼓
、
鉦
、
笛
の

囃
子
も
ど
う
す
る
の
か
な
ど
に

も
時
間
を
費
や
し
た
。
同
時
に

舞
人
が
麒
麟
獅
子
舞
の
複
数
の

役
割
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
配
役
を
代
え
な
が
ら
練

習
に
取
り
組
ん
だ
。
こ
う
し
て
二
〇
〇
八
年

六
月
二
〇
日
に
新
し
い
麒
麟
獅
子
舞
が
奉
納

さ
れ
た
。

二
〇
二
三
年
、「
利
尻
麒
麟
獅
子
復
活
二
〇

年
記
念
里
帰
り
奉
納
舞
」
の
た
め
、「
離
島
人

材
育
成
基
金
」
を
活
用
し
て
荒
木
三
嶋
神
社

例
大
祭
に
あ
わ
せ
て
、
舞
人
七
人
が
鳥
取
を

訪
れ
た
。
一
五
年
以
来
、
八
年
ぶ
り
の
訪
問

だ
っ
た
。
現
地
で
は
、
四
月
九
日
の
同
神
社

春
季
大
祭
で
利
尻
麒
麟
獅
子
舞
を
奉
納
し
た

後
、
武
者
行
列
や
大
御
神
輿
か
ら
な
る
御み

幸ゆ
き

行
列
と
一
緒
に
集
落
内
を
練
り
歩
き
、
神
社

に
戻
っ
て
か
ら
再
び
奉
納
舞
を
行
な
っ
た
。

例
大
祭
後
の
交
流
会
で
は
、
秋
里
と
利
尻

そ
れ
ぞ
れ
の
麒
麟
獅
子
舞
の
伝
承
に
向
け
、

刺
激
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
を
語
り
合
っ
た
。

秋
里
で
は
新
し
く
移
り
住
む
人
た
ち
を
ど
の

よ
う
に
麒
麟
獅
子
舞
に
巻
き
込
む
の
か
、
利

尻
で
は
仙
法
志
地
区
全
体
の
若
い
世
代
が
少

な
い
な
か
利
尻
麒
麟
獅
子
舞
う
会
を
今
後
ど

う
伝
承
す
べ
き
か
、
と
い
う
課
題
に
つ
い
て

も
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。
交
流
会
は
、「
両

荒木三嶋神社にて、鳥取・利尻の麒麟獅子保存会の面々。
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運営委員より

	
　北海道には、明治期以降日本各
地から移住された方々が持ち込ま
れた民俗が、多々見られます。今回、
助成いたしました利尻町仙法志字
長浜に伝わる麒麟獅子舞も、そうし
た民俗の一つだと思います。ただし、
一旦途絶えた民俗芸能が住民有志
により復興され、20年の歴史を重ね
ているという事例は、そう多くはな
いのではないでしょうか。数々のご
苦労を、さまざまな工夫で乗り越え
られ、今日まで歳月を重ねてこられ
た地域の方々の姿に感動いたしまし
た。
　現在 、麒麟獅子舞は、その故地
である鳥取市秋里にある荒木三嶋
神社の麒麟獅子舞保存会の方々や、
重要無形文化財保持者（人間国宝）
の津村禮次郎シテ方観世流能楽師
一行とのコラボレーションが展開さ
れ、「新しい伝統」として地域の発展
に寄与しています。この長浜地区に
おける活動は、隣接する地域に刺激
を与え、民俗芸能による、地域おこ
しの動きが広がりつつあるようにも
見受けられました。素晴らしい事例
を拝見させていただいたと考えます。

（運営委員・共立女子大学 、順天堂大学
兼任講師　土屋 久）

西谷	榮治	（にしや	えいじ）
利尻麒麟獅子舞う会�篠笛と事務担当。1954年利尻
島生まれ。2015年3月利尻町立博物館定年退職。以
後、インターネットなどで利尻島の今と歴史情報を発
信している。

地
区
と
も
に
麒
麟
獅
子
舞
が
地
域
の
文
化
を

創
っ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
、
職
業
な
ど
が

違
っ
て
い
て
も
舞
人
同
士
の
連
携
を
強
め
る

こ
と
」「
楽
し
く
面
白
い
会
で
あ
る
こ
と
を
基

本
に
、
地
域
の
若
い
人
た
ち
と
つ
な
が
っ
て

い
く
こ
と
」「
こ
れ
か
ら
も
相
互
交
流
を
続
け

て
い
く
こ
と
」
な
ど
を
確
認
す
る
有
意
義
な

場
と
な
っ
た
。

島
の
宝
と
し
て
後
世
へ

上
述
の
通
り
二
〇
二
三
年
は
、
四
月
に
秋

里
に
て
利
尻
麒
麟
獅
子
の
里
帰
り
奉
納
舞
を

行
な
っ
た
ほ
か
、
六
月
に
は
秋
里
の
荒
木
三

嶋
神
社
の
麒
麟
獅
子
が
来
島
し
、
長
浜
神
社

で
奉
納
舞
が
行
な
わ
れ
た
。
当
日
は
、
重
要

無
形
文
化
財
保
持
者
で
シ
テ
方
観
世
流
の
能

楽
師
・
津つ

村む
ら

禮れ
い

次じ

郎ろ
う

氏
と
「
利
尻
麒
麟
獅
子

舞
う
会
」
が
能
と
獅
子
舞
を
合
わ
せ
た
創
作

「
利
尻
」
を
共
演
、地
域
住
民
を
は
じ
め
約
二

〇
〇
人
が
神
社
に
集
ま
り
賑
わ
っ
た
。

利
尻
麒
麟
獅
子
舞
が
復
活
し
、
本
年
で
二

一
年
と
な
っ
た
。
鳥
取
で
の
麒
麟
獅
子
舞
は
、

災さ
い

厄や
く

を
祓
い
豊
穣
を
祈
願
す
る
と
い
わ
れ
て

い
る
が
、
利
尻
麒
麟
獅
子
は
、
災
厄
を
祓
う

と
と
も
に
、
海
か
ら
の
恵
み
や
島
人
た
ち
と

鳥
取
と
の
つ
な
が
り
に
よ
る
幸
せ
を
祈
願
し

て
い
る
。
利
尻
麒
麟
獅
子
舞
の
歴
史
と
文
化

が
地
域
の
心
を
潤
わ
せ
、
島
か
ら
の
風
や
波

に
乗
っ
て
島
外
に
も
広
が
り
、
さ
ら
に
人
々

を
惹
き
つ
け
る
島
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
、

こ
れ
か
ら
も
舞
い
続
け
た
い
。


